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(57)【要約】
【課題】本発明は、防水バックライトモジュールを提供
する。
【解決手段】
　本発明による防水バックライトモジュールは、導光板
と、導光板底部の反射板と、導光板上面に順次重なり合
って設けられた光学フィルム及び表示パネルとからなる
。そのうち、導光板と光学フィルムの側面には、プラス
チックフィルムが設けられ、そのうち、前記表示パネル
側面とプラスチックフィルムの連結部、及び、プラスチ
ックフィルムと反射板の連結の継ぎ目にはいずれも、防
水シーリング材が設けられる。本発明による防水バック
ライトモジュール構造は、水蒸気が電子移動端末内部に
入り、電子部品に影響することを阻止するのに有効であ
り、回路を正常に作動させること、構造の改造を少なく
させること、及び、加工を簡単にすることにも確実に効
果があるとともに、移動電子端末製品の防水性能を確実
に向上させることで、更に複雑な環境で適応させること
が可能である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導光板と、導光板底部の反射板と、導光板上面に順次重なりあって設けられた光学フィ
ルム及び表示パネルとからなる防水バックライトモジュールであって，導光板と、光学フ
ィルムの側面には、さらにプラスチックフレームが設けられ、そのうち、表示パネル側面
とプラスチックフレームの連結部、及び、プラスチックフレームと反射板の連結部分の継
ぎ目には、いずれも、防水シーリング材が設けられることを特徴とする、防水バックライ
トモジュール。
【請求項２】
　前記表示パネル一側のプラスチックフレーム端部には、第一密封溝が設けられ、第一密
封溝は、階段状を呈するとともに、第一面と第二面とからなり、前記シーリング材は、第
一面と表示パネルの側面を封止することを特徴とする、請求項１に記載の防水バックライ
トモジュール。
【請求項３】
　第一面と表示パネルの側面は高さがそろえられ、前記シーリング材の上表面と第二面は
高さがそろえられることを特徴とする、請求項２に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項４】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第二密封溝が設けられ、前記第二密
封溝は、反射板に向かって階段状を呈するとともに、第二密封溝は、第三面と第四面から
なり、前期反射板は第二密封溝の中に差し込まれることを特徴とする、請求項１に記載の
防水バックライトモジュール。
【請求項５】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第二密封溝が設けられ、前記第二密
封溝は、反射板に向かって階段状を呈するとともに、第二密封溝は、第三面と第四面から
なり、前記反射板は第二密封溝内に差し込まれるということを特徴とする、請求項２に記
載の防水バックライトモジュール。
【請求項６】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第二密封溝が設けられ、前記第二密
封溝は反射板に向かって階段状を呈するとともに、第二密封溝は、第三面と第四面からな
り、前期反射板は第二密封溝内に差し込まれるということを特徴とする、請求項３に記載
の防水バックライトモジュール。
【請求項７】
　前記第三面と導光板の側面は高さがそろえられ、前記反射板の反射面が延伸して導光板
側面を超える部分は第三面上に貼り付けられ、前記第四面と反射板の側面は高さがそろえ
られ、シーリング材は、第四面と反射板の連結の継ぎ目を封止することを特徴とする、請
求項４に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項８】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部と導光板の底面は高さがそろえられ、前記
反射板の反射面は、導光板底面と、プラスチックフレーム端面に貼り付けられ、前記シー
リング材が、反射板の端面とプラスチックフレームの表面を封止することを特徴とする、
請求項１に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項９】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部と導光板の底面は高さがそろえられ、前記
反射板の反射面は、導光板底面と、プラスチックフレーム端面に貼り付けられ、前記シー
リング材は、反射板の端面とプラスチックフレームの表面を封止することを特徴とする、
請求項２に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項１０】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部と導光板の底面は高さがそろえられ、前記
反射板の反射面は、導光板底面とプラスチックフレーム端面に貼り付けられ、前記シーリ
ング材は、反射板の端面とプラスチックフレームの表面を封止することを特徴とする、請
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求項３に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項１１】
　前記反射板端面とプラスチックフレーム表面は高さがそろえられることを特徴とする、
請求項８に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項１２】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第三密封溝が設けられ、前記第三密
封溝と第一密封溝は、反対の方向を向き、第三密封溝は階段状を呈し第五面と第六面から
なり、前期プラスチックフレームと導光板は高さがそろえられ、前記反射板は、導光板と
プラスチックフレーム端面に貼り付けられ、さらに、反射板の端面と第五面は高さがそろ
えられ、前記シーリング材は第五面と反射板端面を封止することを特徴とする、請求項２
に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項１３】
　前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第二密封溝が設けられ、前記第三密
封溝と第一密封溝は、反対の方向を向き、第三密封溝は、階段状を呈し第五面と第六面か
らなり、前記プラスチックフレームと導光板は高さがそろえられ、前記反射板は、導光板
とプラスチックフレーム端面に貼り付けられ、さらに、反射板の端面と第五面は高さがそ
ろえられ、前記シーリング材は第五面と反射板端面を封止することを特徴とする、請求項
３に記載の防水バックライトモジュール。
【請求項１４】
　前記シーリング材上表面と第六面は高さがそろえられることを特徴とする、請求項１２
に記載の防水バックライトモジュール。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルの移動端末製品の防水構造に関し、特に、表示パネルの移動端末
製品の防水バックライトモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信製品（携帯を代表とする）及びＰａｄ類の製品のような携帯移動端末を使用する過
程において、製品が水に接触する事態は避けがたい。従来の製品設計は、防水設計の性能
が悪く、不注意にて水に接触してしまうことにより、しばしばディスプレイの中に水が浸
透してしまう事態がある。影響が比較的少ない場合でも、表示効果が悪くなり、影響が比
較的大きい場合、製品の故障を招く。従来の製品の設計において、水がモジュールに進入
する主な経路は二つある。第一に，バックライトモジュールと、表示パネルとの間にある
隙間に浸透し進入する経路であり、第二に，プラスチックフレームと、反射フィルムの間
にある隙間に浸透し進入する経路である。したがって、もしこれらの箇所で予防が可能な
ら、防水問題を解決することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　以上の欠点を克服するため、本発明は、防水バックライトモジュールを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の防水バックライトモジュールは、導光板と、導光板底部の反射板と、導光板上
面の上に順次重なり合って設けられた光学フィルム及び表示パネルと、からなる。そのう
ち、導光板と、光学フィルムの側面には、プラスチックフィルムが設けられる。そのうち
、前記表示パネル側面とプラスチックフィルムの連結箇所、及び、プラスチックフレーム
と反射板の連結の継ぎ目には、いずれも、防水シーリング材が設けられる。
【０００５】
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　そのうち、前記表示パネル一側のプラスチックフレームには、第一密封溝が設けられて
、前記第一密封溝は階段状を呈するとともに、第一面と第二面からなり、前記シーリング
材は、第一面と表示パネルの側面を封止する。さらに、前記第一面と表示パネルの側面は
高さがそろえられ、前記シーリング材と第二面は高さがそろえられる。
【０００６】
もしくは、前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第二密封溝が設けられ、前
記第二密封溝は、反射板に向かって階段状を呈し、第二密封溝は、第三面と第四面とから
なり、そのうち、前記反射板は第二密封溝の中に差し込まれる。
【０００７】
　そのうち、前記第三面と導光板の底面は高さがそろえられ、前記反射板の反射面が延伸
し導光板側面を超えた部分は、第三面に貼り付けられる。また、前記第四面と反射板の底
面は高さがそろえられ、シーリング材が第四面と反射板の連結の継ぎ目を封止する。
【０００８】
　もしくは、前記反射板一側のプラスチックフレームと導光板は高さがそろえられ、前記
反射板の反射面は、導光板底面とプラスチックフレームの端面に貼り付けられ、前記シー
リング材は、反射板の端面とプラスチックフィルムの表面を封止する。さらに、前記反射
板端面とプラスチックフレームは高さがそろえられる。
【０００９】
　さらに以下の構造が可能である。前記反射板一側のプラスチックフレーム端部には、第
三密封溝が設けられ、前記第三密封溝と第一密封溝は反対方向を向き、第三密封溝は階段
状を呈し、第三密封溝は、第五面と第六面からなり、前記プラスチックフレーム端面と導
光板は高さがそろえられ、前記反射板は、導光板とプラスチックフレームの端面に貼り付
けられる。さらに、反射板の端面と第五面は高さがそろえられ、前記シーリング材は、第
五面と反射板端面を封止している。さらに、前記シーリング材上面と第六面は高さがそろ
えられる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による防水バックライトモジュール構造は、水蒸気が電子移動端末内部に入り、
電子部品に影響することを阻止するのに有効であり、回路を正常に作動させること、構造
の改造を少なくさせること、及び、加工を簡単にすることにも確実に効果があるとともに
、移動電子端末製品の防水性能を確実に向上させることで、更に複雑な環境で適応させる
ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１の構造を示した図である。
【図２】本発明の実施例２の構造を示した図である。
【図３】本発明の実施例２のプラスチックフィルム構造を示した図である。
【図４】本発明の実施例３の構造を示した図である。
【図５】本発明の実施例４の構造を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下では、図と実施例を用いて、本発明の更なる説明を行う。
【００１３】
　（実施例１）
　図１を参照する。本発明による防水バックグラウンドモジュールは、導光板１０と、導
光板底部の反射板２０と、導光板１０の上面に順次重なり合って設けられた光学フィルム
３０及び表示パネル４０と、からなる。その内、光学フィルム３０及び表示パネル４０の
間のフレームには、黒色の遮光層５０が設けられる。導光板１０と光学フィルム３０の側
面には、さらにプラスチックフレーム６０が設けられる。特別なのは、表示パネル４０側
面とプラスチックフレーム６０の連結箇所、及び、プラスチックフレーム６０と反射板２
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０の連結の継ぎ目に、いずれも、防水シーリング材７０が設けられる、という点である。
また、表示パネル４０の側面の全体がシーリング材７０で封止される。図から分かるよう
に、この時のプラスチックフレーム６０外表面と表示パネル４０との側面と反射板２０の
側面の同じ箇所の平面において、シーリング材７０は、それらの連結の継ぎ目だけを密封
すればよい。これらの方式のシーリング材７０は、明らかに突起しており，正常な組み立
て作業に不便である。しかしながら、この種の構造の密封は、外部の水蒸気が表示パネル
内部に入るのを隔絶し，電子機器の正常な作動に影響するのを防止することができる。
【００１４】
　より良い組み立て効果を得る為に，以下のその他の方式によっても、本発明の目的を達
成することができる。
【００１５】
　　（実施例２）
　本実施例の実施例１との違いは、プラスチックフレーム６０に密封溝が設けられる点で
ある。図２、図３を参照する。表示パネル４０一側のプラスチックフレーム６０端部には
第一密封溝６１が設けられ、前記第一密封槽６１は、階段状を呈するとともに、第一面６
１１と、第二台面６１２とからなり、シーリング材７０は、第一面６１１と、表示パネル
４０との側面を封止する。第一面６１１と、表示パネル４０の側面は高さがそろえられ、
前記シーリング材７０上表面７１と、第二面６１２は高さがそろえられる。また，反射板
２０の一側のプラスチックフレーム６０の端部には、第二密封溝６２が設けられ、前記密
封溝６２は、反射板２０に向かって階段状を呈し、第二密封溝６２は、第三面６２１と、
第四面６２２とからなる。そのうち、反射板２０は第二密封溝６２内に差し込まれる。第
三面６２１と導光板１０の底面は高さがそろえられ，前記反射板２０の反射面２１が延伸
して導光板１０の側面を超えた部分は、第三面６２１上に貼り付けられる。前記第四面６
２２と、反射板２０の底面２２は高さがそろえられ，シーリング材は第四面６２２と反射
板２０の連結の継ぎ目を封止する。このように表示パネル４０側面を密封したシーリング
材と、プラスチックフレーム６０の上表面（即ち第二面６１２）は、同一平面上にあり，
組み立て操作を正常に進行する上で便利になっている。
【００１６】
　（実施例３）
　図４を参照する。本実施例が実施例２と異なるのは、反射板２０一側のプラスチックフ
レーム６０端部と、導光板１０の側面の高さがそろえられ、シーリング材７０がプラスチ
ックフレーム６０端部及び導光板１０の底面に貼り付けられる、という点である。
【００１７】
　（実施例４）
　図面５を参照する。実施例２と異なるのは、本実施例の反射板２０一側のプラスチック
フレーム６０端部には、第三密封溝６３が設けられる、という点である。前記第三密封溝
６３と、第一密封溝６１は、反対の方向を向いている。第三密封溝６３は、階段状を呈し
、第三密封溝６３は、第五面６３１と、第六面６３２とからなり、前記プラスチックフレ
ーム６０端面と導光板１０は高さがそろえられ、反射板２０は、導光板１０と、プラスチ
ックフレーム６０の端面に貼り合わされる。また、反射板２０の端面と第五面６３１は高
さがそろえられ、シーリング材７０は、第五面６３１と、反射板２０端面上を封止する。
さらに、前記シーリング材７０の上表面７１と第六面６３２は、高さがそろえられる。
【００１８】
　以上前記の内容は、本発明の好ましい実施方式に過ぎず、本技術領域の一般的な技術者
は、本発明の原理を逸脱しないという前提のもと、若干の改良と修正を行うことができ、
これらの改良と修正も本発明の保護範囲と見なす。
【符号の説明】
【００１９】
１０　　導光板
２０　　反射板
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２１　　反射面
２２　　底面
３０　　光学フィルム
４０　　表示パネル
５０　　黒色の遮光層
６０　　プラスチックフレーム
６１　　第一密封槽
６２　　第二密封溝
６３　　第三密封溝
６１１　第一面
６１２　第二面
６２１　第三面
６２２　第四面
６３１　第五面
６３２　第六面
７０　　シーリング材
７１　　上表面

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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